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１ 【提出理由】

当社連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生し

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19

号の規定に基づき提出するものであります。

 

２ 【報告内容】

　(1)当該事象の発生年月日

平成25年８月12日（取締役会決議日）

 

　(2)当該事象の内容

当社は、平成25年８月12日開催の取締役会において、当社の連結子会社である ISK SINGAPORE PTE.

LTD.（以下「ISK-S」と言う。) での生産を終了し、会社清算に向け準備手続きを開始することを決議し

ました。

ISK-Sは、東南アジアにおける酸化チタンの製造・販売拠点として、当社グループの酸化チタン事業の

一翼を担ってまいりました。しかしながら、現地通貨高やエネルギーコスト高等の高コストなインフラや

生産規模に起因した低採算状態が続いていた中、直近のチタン鉱石価格の高騰と酸化チタンの海外販売

価格の下落により、昨年下半期以降採算が急激に悪化し、当面大幅な改善が見込めない状況にあります。

このような状況下、当社は無機化学事業の主力酸化チタンの収益改善を図るべく、ISK-Sでの生産を終了

し、会社清算に向け準備手続きを開始することとしました。

 

　(3)当該事象の連結損益に与える影響額

当社の平成26年３月期第１四半期の連結決算において、ISK-Sの生産終了と会社清算を前提とした固定

資産の減損損失やその他追加発生費用の見込額を関係会社整理損として112億円特別損失に計上してお

ります。

　

以　上
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